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市 の 人 口 
	

男 25,685人 
	

世 帯 数 	14,542 

	

53, 097人 
	

女 27,412人 
	

（昭和56年 2月1日現在）住民基本台帳から 

市立中央小学校（櫛引清校長）は 3 月 4 日、今春小

学校に入る子どもたちの一日入学を行いました。 

今春、同校に入学する児童は、 3 月 4 日現在で93人 

（男48人、女45人％ 

この日は、保護者に手を引かれた子どもたちが元気

にこ登校ミ、受け付けをすませたあと、 6年生の案内

でそれぞれの教室へ入りました。 

子どもたちは、さっそく体育館で駆けっこや鬼ごっ  

このゲームに興じ、再び教室で保護者の見守るなか歌

をうたったり、簡単な絵をかき、新1年生に夢をふく

らませていました。 

櫛引校長は、 「子どもたちは学校に入る前、ほとん

ど保育所や幼稚園に通っでいるので、集団生活になれ

ており、入学後は一日も早く学校生活にとけ込ませた

い」 と話しています。 

（写真=3月 4 日、中央小学校で） 
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乙烹響三ミ慧総 s1ci) 
出と保険料の納付は、 4 月1日から 5 月15日まで I 

です。 	 ‘ 

手続きをされていない事業主の方は、お早目に I 

済ませて下さい。 

昭和55年度は、昭和56年 1月 1日から労災保険 

率が引き上げられ、また雇用保険率は、昭和56年 

度から弓は下げられましたので、保険料の計算の 

際には注意して下さい。 

また、労働保険料や労災保険の給付については 

いつでも遠慮なく青森労働基準局か五所川原労働 

×準監督署へお問し合わせ下さし 	 ノ 

\ 
\ 

りあリますカ J 

ませんガ
J 

安
全
な
出
か

せ
ぎ
目
指
し
 

三
百

の
留
守
家

庭
を

巡
回
 

出かせぎ家庭を巡回訪問する関係者 

年
も
二
月
十
四
日
か
ら
、
飯
詰

地
区
を
皮
切
り
に
、
出
か
せ
ぎ

留
守
家
庭
の
巡
回
相
談
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
 

初
日
は
、
長
谷
川
市
出
稼
対

策
係
長
を
は
じ
め
、
地
元
の
今

幸
雄
出
稼
相
談
指
導
員
、
婦
人

世
話
人
、
飯
詰
支
部
防
犯
指
導

隊
（
松
野
武
雄
隊
長
）
ら
一
行

十
五
人
が
、
 一
日
が
か
り
で
約

五
十
世
帯
を
巡
回
し
ま
し
た
。
 

農
業
長
峰
勝
義
さ
ん
（
五
六
）
 
 方

で
は
、
勝
義
さ
ん
と
長
男
の

勝
範
さ
ん
（
二
七
）
が
神
奈
川

と
千
葉
県

へ
そ
れ
ぞ
れ
出
か
せ

ぎ
に
出
て
お
り
、
奥
さ
ん
の
み

よ
さ
ん

（
五
一
）
ら
が
留
守
を

し
て
い
ま
す
。
 

一
行
は
、
さ
っ
そ
く
持
参
し

た
出
稼
事
故
見
舞
金
制
度
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
手
渡
す
と
と
も

に
、
「
便
り
が
来
て
い
ま
す
か
」
 

「困
り
ご
と
が
あ
っ
た
ら
、
い

つ
で
も
連
絡
し
て
下
さ
い
」
な

ど
と
相
談
に
応
じ
て
い
ま
し
た
。
 

留
守
家
庭
の
巡
回
相
談
は
、
 

三
月
＋
日
ま
で
、
市
内
十
地
区

の
約
三
百
世
帯
を
対
象
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
 

「長
生
き
す
る
食
物
」
 

医
師
会
と
家
庭
を
結
ぶ
、
「
み
ん
な
の
健
康
教
室
」
が
次
 

の
日
程
で
開
か
れ
ま
す
。
 

お
気
軽
に
お

い
で
下
さ
い
。
 

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
「
長
生
き
す
る
食
物
」
 
につ
い
て
で
 

す
。
 

ロ
と
 
き
 
三
月
二
十
七
日

（
金
）
午
後
一
時
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
産
経
会
館
四
階
ホ
ー
ル
 

出
か
せ
ぎ
者
の
留
守
家
族
を

励
ま
す
と
と
も
に
、
困
り
事
な

ど
の
相
談
に
応
じ
よ
う
と
、
今
 

留守家族の相談に応じ、励ます 
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の
よ
ろ
こ
び
」
 

 

丈
夫
な
赤
ち
ゃ
ん
を
生
み
育
て
る
た
め
、
ま
た

て
お
産
の
準
備
が
で
き
る
よ
う
、
五
所
川
原
保
健

次
の
日
程
で
 
「母
親
学
級
」
を
開
き
ま
す
。
 

ぜ
ひ
ご
出
席
下
さ
い
。
 

/ 
ろ
こ
び
」
 

中
の
生
活
」
 

ロ
受
付
時
間
及
び
場
所
 

い
ず
れ
も
午
後
零
時
四
ト
h
 

分
か
ら
五
所
川
原
保
健
所
 

す
る
も
の
 
母
子
健
康
手
帳
 

母
親
学
級
を
開
 

乳幼児の健康診査 
乳幼児の健康診査と健康相談を次の日程で行い

ます。該当する赤ちゃんは、受診させるようにし

て下さい。 

ロ受 付 時 間 午後 0時30分から 1時まで

口持参するもの 母子健康手帳、バスタオル

現在、病気治療中か他の医療機関で健康診査を

受けている乳幼児は、ご遠慮下さい。 

1歳 6 カ月児に限り歯科衛生指導も行います。 

( 

ロ
と
 
き
 
四
月
八
日

（
水
）
ー
テ
ー
マ
「
妊

四
月
八
日

（
水
）
ー
テ
ー
マ
 
「妊
 

ロ
と
 
き
 
四
月
ニ
ト
二
日
（
水
）
ー
テ
ー
マ
「
妊
娠
 

一日
（
水
）
ー
テ
ー
マ
「
妊
娠
 

月 	齢 対 	象 と 	き と 	こ 	ろ 

3 カ月児 
昭和55年 12 H 
生まれの乳児 4 月 8 日 市民文化

会館別館 

（旧中央公民館） 

6 カ月児 
昭和55年 9 月
生まれの乳児 4 月15日 

1
6
 

歳
児
 

カ
  

5
才
 

41
 
1
0
 

 
昭生
 
和

ま
 
年
の
 
月
児
 

 

4 月22目 

(
 

一
 

（
一

一
 

(
 

一
 

農
業
者
老
齢
年
金
は
、
農

業
者
の
老
後
の
生
活

の
安
定

と
福
祉
の
向
上
を
ね
ら
い
と

し
た
も
の
で
、
経
営
移
譲
を

し
た
か
ど
う
か
に
か
か
わ
り

な
く
、
六
十
五
歳
以
降
、
終

身
も
ら
え
る
年
金
で

す
。
 

ロ
も
ら

え
る
要
件

①
経
営

移
譲
年
金
 

の
受
船
権
者
 

②
一
定
の
保
険
料
を
納
め

て
い
る
が
、
経
営
移
譲
年
金

を
受
給
し
て
い
な
い
人
で
、
 

六
十
歳
ま
で
農
業
者
年
金
に

加
入
し
て
い
た
人
 

③
一
定
の
要
件
を
満
た
す
 

) LI 
国
民
年
金
は
、
歳
を
と
っ
た

り
障
害
者
、
母
子
世
帯
に
な
っ

た
事
な
ど
で
、
所
得
が
な
く
な

っ
た
り
少
な
く
な
っ
た
人
に
対

し
て
、
年
金
を
支
給
す
る
事
で

所
得
の
保
障
を
す
る
の
が
目
的

で
す
。
 

そ
の
た
め
国
民
年
金
で
は
、
 

年
金
額
を
見
直
し
し
、
そ
の
充

実
・
改
善
を
す
る
た
め
、
昨
年

七
月
か
ら
拠
出
年
金
、
八
月
か

ら
福
祉
年
金
の
年
金
額
を
増
額

し
ま
し
た
。
 
 

被
用
者
年
金
期
間
内
に
六
十

歳
に
到
達
し
た
こ
と
を
届
け

出
て
お
り
、
保
険
料
納
付
済

期
間
等
が
年
金
受
給
資
格
期

間
以
上
で
あ
る
人
 

ご
注
意
 

一
定
の
要
件
と

は
、
出
か
せ
ぎ
先
等
を
退
職
 

し
た
月
の
翌
日
の
属
す
る
月

の
前
月
か
ら
起
算
し
て
、
過

去
一
年
間
に
お

い
て
、
農
業

者
年
金
の
被
保
険
者
期
間
が

四
カ
月
以
上
あ
る
こ
と
。
（
八

カ
月
以
下
の
被
用
者
年
金
期

間
で
あ
る
こ
と
。）
 

ま
た
、
今
年
も
増
額
す
る
予

定
で
す
。
 

年
金
給
付
は
、
保
険
料
の
積

立
金
と
国
庫
金
で
ま
か
な
わ
れ

て
い
る
の
で
、
年
金
給
付
が
増

額
さ
れ
れ
ば
、
当
然
国
庫
金
と

保
険
料
の
額
も
増
額
さ
れ
る
事

に
な
り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
保

険
料
の
額
が
昭
和
五
十
六
年
四

月
分
か
ら
月
四
、
五
〇
〇
円
に

改
正
さ
れ
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
 

と
く
に
、
③
の
要
件
に
該

当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、
 

農
協
か
農
業
委
員
会
へ
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

ロ
い
く
ら
も
ら
え
る
か
 

農
業
者
老
齢
年
金
の
給
付

額
は
、
次
の
式
で
求
め
ま
す
。
 

六
五
〇
円

×
保
険
料
を
納

め
た
期
間
の
月
数

×
一
、
一
一

六
五
廿
年
金
額
 

ロ
も
ら
う
た
め
の
手
続
き
 

農
業
者
老
齢
年
金
の
受
給

権
は
、
六
十
五
歳
に
達
し
た

と
き
に
発
生
し
ま
す
の
で
、
 

飛
島
の
ぶ

（大
町
）
、江
渡
哲

哉
（
旭
町
）
、森
富
夫
（
柏
原
町
）
、
 

一
戸
一
二
三

（
藻
川
）
、佐
々
木

達
司
（
柏
原
町
）
、櫛
引
忠
造
（
本

町
）
、三
上
兆
人

（
雛
田）
、山
谷

富
男
（
川
端
町
）
、葛
西
か

つ
（
田

町
）
、阿
部
安
太
郎
（
湊
）
、木
村
 
 

前
述
の
要
件
に
該
当
し
て
い

る
人
は
六
十
五
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
た
ら
す
み
や
か
に

「
 

農
業
者
老
齢
年
金
裁
定
請
求

書
」
を
農
協
、
農
業
委
員
会

を
通
じ
て
農
業
者
年
金
基
金

に
提
出
し
、
年
金
を
受
け
る
 

権
利
が
あ

る
か
ど
う

か
に
つ
い

て
裁
定
を
 

受
け
て
下
さ
い
。
 

他
に
も
細
か
い
こ
と
が
決

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
詳
し

い

こ
と
は
、
農
業
委
員
会
や
農

業
協
同
組
合
に
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。
 

智
慧
雄
（
下
平
井
町
）
、木
村
一

善
（
鎌
谷
町
）
、大
沢
良
信
（
蓮

沼
）
、島
田
克
孝

（弥
生
町
）
、若

葉
会

（
大
町
）
、前
田
静
子
（
布

屋
町
）
 

（敬
称
略
）
 

月
か
ら
国
民
年
金
の
保
険
料
改
止
 

農
業
者
老
齢

年
金
を
も
ら
う

に
は
 

ぺ 

、
ー
、
 
一
 

、
 

度
保
険
料
一
年
分
を

前
納
し
ま
 

A
qノ
“
e
 
房
、
ン
ト
 

す
と
、
定
額
保
険
料
で

一
、
三
 

ー

、
ー
ノ
ー
ー
 

〇
〇
円
、
付
加
保
険
料
で

一
、
 

す
。
 

四
二
〇

円
割
引
き
に

な
り

ま

な
お
、
四
月
中
に
五
十
六
年
 

す
。
 

回
圏
国
圏
問
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 



移
動
採
血
車

「
青
い
鳥
月
」
 

が
次
の
日
程
で

街
頭
献
血
を

行

い
ま
す
。
 

み
な
さ
ん
の
協
力
を

お
願
い

し
ま
す
。
 

ロ
と
き

・
と
こ
ろ
 

四
月
六

日

（月
）

o
午
前
十

時
三
十
分
か

ら
正
午

ま
で
、

市

役
所
飯
詰
支

所
前
 

〇
午
後
一
時

三
十
分
か
ら
三

時
ま
で
、

市
役
所
旧
松
島
支
所
 

」剛
 ロ

と
き

・
と
こ
ろ
 

四
月
七

日
（
火
）
〇
午
前
十

時
三
十
分
か

ら
正
午

ま
で
、

裏

田
町
・

尾
崎
自
動
車
商
会
前

〇
午
後
一
時

三
十
分
か
ら
二
一

時
ま
で
、

市
役
所
七

和
支

所
前

ロ
と
き

・
と
こ
ろ
 

四
月
二
十

日

（月
）
〇
午
前

十
時
三
十

分
か
ら
正
午
ま
で
、
 

市
庁
舎
前
お

祭
り
広
場
 

o

午
後
一
時

三
十
分
か

ら
三

時
ま
で
、

国
鉄
五
所

川
原
駅
前
 

街
頭
献
血
の
ご
案
内
 

ロ
期
間

二
十
七

日
 

日
午
後
五
時

三

十
分

ー
七
時

ロ
と
こ

ろ

市
民
体
育
館
 四

月
七

日
ー
十
月
 

ロ
人
員
 
会

場
の
都
合
で

制

限
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

た

だ
し
、

希
望
に

よ
っ

て
別
に

日

時
と
場
所
を

定
め
、

各
学
校
ご

と
に
行
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
場
合
、

中
・
高

校
申

込
 

「銃
剣
道
教
室
」
を
開
講
 

ロ
開
講
時

間
 

〇
小
学
生
廿

毎
週

火
曜
日
午

後
四
時

ー
五
時

三
十
分
 

〇
中
・
高

校
生
ー
毎
週
火
曜
 

み
順
各
一
校
ま
で

で
す
。
 

ロ
服
装
 

各
学
校
で
使
用
し
 

て
い
る
ス
ポ
ー
ッ

ウ
ェ

ア
、

‘ス
 

ッ
ク
靴
 

ロ
お
申
込
み
 

o

市
内
小
曲
、

工
藤
常
商
店
 

（
廿
⑨
二

四
八
四
番
）
 

〇
市
内
田
町
、

高
橋
材
木

店
 

（
廿
⑩
二
六
四
二

番
）
 

ロ
開
講

式
 
四

月
七

日
午
後

四
時
三
十
分
か

ら
市
民
体
育
館

で
、
対
象
全
員
 

し
て
東
北
大
会
に
出

場
、
準
優

勝
し

て
お
り
、
国
体
出

場
を

目

標
に
努
力
し
て
い

ま
す
。
 

小
 
中
 
高
生
e
iJ参
加
を
 
鶏
稽
蹟
 

昨
年
は
、

当

教
室
出
身
の
少
 

ロ
費
用
 

ス
ポ
ー
ッ
傷
害

保

険
料

三
百
四
十
円
 

主
催
 
全

日
本
銃
剣
道

連
盟

五
所

川
原
協
会
 

後
援
 

市
教
育
委
員
会
、

全

日
本
銃
剣
道
連
盟
青

森
県
支

部
 

【
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国民健康保険者証更新のお知らせ 

更新のお願い 

被保険者証は、原則として 2年ごとに更新、1年ごとに検認を

受けなければ、その被保険者証は無効になります。 

従って、皆さんが現在持っておられる被保険者証（昭和55年 4 

月検認）は、昭和56年 3 月31日で有効期限がきれます。更新され

た新しい被保険者証（銀ねずみ色）を病院へお出しにならないと

医療費の全額を支払うことになりますから、必ず期間中に更新す

るようお願いします。 

更新の時用意してくるもの 

m現在使用している被保険者証（藤色） 

※ 更新時はごめんどうでも、昭和56年度の市、県民税の申告

済みの証（三角片）を提示して下さい。また申告していない

方はあわせて市、県民税の申告をしていただきますので、皆

さんの協力をお願いします。（印鑑持参） 

ロ地区別更新会場及び日程ロ 

地 	区 月 	II 曜
  

更 新 会 場 時 	間 対 	象 	区 	域 

L 	和 3・田 水
  

七 	和 	支 	Iり「 9 :00-12:00 七和地巨 

長 	橋 3・田 水
  

長 橋 支 所 13:00-16:00 長橋地区 

梅 	沢 3・~ 9 木
  

梅 沢 支 所 9:00-12:00 梅沢地区 

飯 	詰 3・円 木
  

飯 詰 支 所 13:00-16:00 飯詰地区 

三 	好 3・20 金
  

二 好 支 所 9:00-12:00 三好地区 

毘沙門 3・20 金
  

毘沙門 支所 13:00-16:00 毘沙門地区 

栄 3・23 日
。
  

市役所 2階ロビ 9:00-16:00 栄地区（みどり町含む） 

松 	島 3・24 火
  

市役所 2階ロビー 9:00-16:00 松島地区（松島町除く） 

中 	川 3・25 水
  

市役所2階ロビー 9:00-16:00 

本 	庁 

3・26 木
  

市役所2階ロビ 9:00-16:00 
”聞町．旭町．岩木町 
中川長橋．栄町．平和町 
幾世森.下平井町,松島町 

3
2
7
 

 
金
  

市役所2階ロビー 9:00-16:00 
湊団地．元町．田町．東町 
新町．鎌谷町I 一ッ谷 
鳥森．新宮町.錦町 

3・28 土
  

市役所2階ロビ 9:00-12:00 
大町．本町‘弥生町 
幾島町.柏原町．末広町 
L平井町 

3
3
0
 

 
ロ
)
-
1
 

 
市役所2階ロビー 9:00-16:00 

錦町.寺町.中平井町
小曲．布屋町．敷島町
若葉，雄田.柳町 

支所を除
く 全域 3・引 火

  
市役所2階ロビ 9:00-16:00 期日に更新できなかった方 

各支所 3・31 火
  

各 	支 	所 9:00-16:00 期日に更新できなかった方 

阻害されると思われる 	 × 
販売機販売をなくしよつ ノ 
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広報ごしょがわら 	昭和56年（1981年） 3 月15日（491号） 

月 	日 実 施 場 所 実 施 時 間 

共 栄 集 会 所 9 30・-9 50 
長 富 集 会 所 10 00・-10 20 
毘 沙 門 支 所 10 30-1O 50 
毘 沙 門 集 会 所 11 00-il 20 

4 月14日因 沖 飯 詰 集 会 所 11 30-12 00 
コ 	ミ 	セ 	ン 	中 川 12 50-13 20 
種 井 集 会 所 13 30-13 50 
小 曲 集 会 所 14 10-14 40 
沼 	田（秋田谷旅館前） 14 50-15 10 

広田みどり町（陸奥燃料） 9 30-10 00 
梅 	田（教円寺前） 10 10-40 30 

4 月15日困 
梅 	田（成田理容所） 
梅 田 支 所 前 

10 
11 

35-10 
00-1l 

55 
20 

中 泉 集 会 所 11 30-12 00 
七 	和 	支 	所 13 10-13 40 

俵 	元（警鐘台下） 9 30-JO 00 
原 子 集 会 所 前 10 10-10 50 

4 月16日困 前田野目（西塚商店） 11 00-1l 20 
派 	立（新谷 啓宅） 11 30-il 50 
高 	野（神 社 前） 13 00-13 40 

石 	岡（精米所前） 9 30-9 50 
4 月17日圏 

松島団地（松島ストア） 
松島団地（ 8 丁目バス停） 

10 
11 

00-10 
00-li 

50 
50 

松島団地（管理事務所） 13 00-14 00 

下平井町老人ホ―ム 9 30-10 20 
4 月27日（月） 

敷 島 分 院 前 
~日 	消 	防 	署 	前 

10 
13 

30-il 
00-14 

30 
00 

末広町（末広食堂向い） 14 10-14 40 

4 月28日因 
町集
 
集
会
 

平
鎌
三
 
和
谷
道
 
会
所

館
 
所

前
前
 

ム
ム
  

9 
11 

30-il 
1O-12 

00 
00 

13 00-14 30 

下 藻 川 屯 所 前 9 30--b0 00 
上 藻 川 農 協 倉 庫 10 10-10 30 
鶴 ケ 岡（三好支所） 10 40-li 20 

4 月30日（村 高 瀬 集 会 所 11 30-12 00 
田 	川（奈良商店前） 13 00-13 20 
新 宮 集 会 所 13 30-14 00 
新 宮 団 地森 の 家 14 10-14 50 

五高定時制生徒再募集 

ロ
年
齢
 
問
い
ま
せ
ん
。
 

ロ
願
書
受
付
け
 
三
月
十
九

日
（
木
）
か
ら
二
十
四
日

（火
 

）
ま
で
。
（
受付
時
間
は
、
午
前

九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
）
 

口
面
接
 
三
月
二
十
五
日

（
 

水
）
午
前
十
時
か
ら
 

ロ
合
格
発
表
 
三
月
二
十
七

日
（
金
）
午
前
九
時
 

ロ
教
科
書
 
無
償
配
布
 

ロ
修
学
奨
励
金
 
月
額
七
干

円
が
貸
与
さ
れ
、
卒
業
す
る
と

返
還
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
 

ロ
授
業
料
他
納
付
金
 
月
額

二
千
四
百
円
 

ロ
お
問
合
わ
せ
 
五
所
川
原

高
校
定
時
制
（
胃
⑩
三
〇
七
三

番
）
 

春の狂犬病予防注射と登録 
＠料金 口登録料 2,000円（年1回） 

ロ注射料 1,050円（日程以外一 1,500円） 

ロ注射済票 300円 合わせて 3,350円です。 

⑥犬の放し飼いは出来ません。 

1．犬の登録をしないと 	狂犬病予防法 

第 4 条違反 3万円以

乙犬に注射を受けさせないと・I・狂犬病予防法 下の罰金

第 5 条違反 

3．犬を放しておくと 	県飼犬の管理及び犬による 

危害の防止に関する条例第 

3 条違反 1 万円以下の罰金

※犬のフンは、みんなが迷惑しています。飼主は、必ず始 

末しましょう。 

ロ狂犬病予防注射の日程ロ 

月 	日 実 施 場 所 実 施 時 間 

湊 団 地 集 会 所 9 : 30-10 : 30 
姥 勉 神 社 前 10 : 40-liz 00 
稲 実 屯 所 前 11:10-li: 30 

4 月 8 日困 
市 農 協 栄 支 所 ii: 40-12 : 00 
七 ッ 舘（工藤理容所） 12 : 50-13 :10 
浅 	井（一戸商店前） 13 : 20-13 : 40 
福 山 集 会 所 13 : 50-14 : 20 
豊 	成（りんご倉庫） 14 : 30-15 : 00 

野 里 集 会 所 9 : 30-10 : 00 
神 	山（松野商店） 10 :10-10 : 40 
松 野 木（三上商店） 10 : 50-11:10 

4 月 9 日困 福 	岡（佐々木商店） ll: 20-11: 40 
若 	山（石岡治男宅） 12 : 40-13 : 00 
石 田 坂 集 会 所 13 :10-13 : 30 
岩 崎 集 会 所 14 : 00-14 : 20 

飯 	詰 	支 	所 9 : 30-10 : 40 
平 	町（渋谷俊一宅） 10 : 50-11:10 

4 月10日圏 
金 山 児 童 館 ii: 30-12 : 00 
水 野 尾 集 会 所 13 : 00-13 : 20 
米 田 精 米 所 前 13 : 30-13 : 50 
コ ミセン松島準備室 14: 00-14 : 20 

一 野 坪（対馬静賢宅） 9 : 30- 9 : 50 
‘馬 	性（対馬堅一宅） 10 : 00-10 : 20 
悪 	戸（高橋リンゴ） 10: 40-il : 00 

4 月13日（月） 川 代 田（外崎嘉太郎） 11:10-11: 30 
漆 川 神 社 前 ii: 40-12 : 00 
十 12 : 50-13 :10 
桃 	崎（バス停前） 13 : 20-13 : 40 

⑥
胃
腸
病
検
診
は
、
三
月
》
一
 

十
五
日
ま
で
受
け
付
け
し
て
い
 

ま
す
。
．
 

 

少年の健全な育成が 

俗悪雑誌の自動 

 



（第 3種郵便物認可） 	 広報ごしょがわら 昭和56年（1981年） 3月15日（491号） ⑥ 

交
通
ル

ー
ル
を
親

子
で
語
ろ
う
 

年
金
め
は
かか
レ
 

新
学
期
ま
で
あ
と
わ
ず
か
。
 

新
入
学
児
童
を
お
持
ち
の
ご

家
庭
で
は
、
期
待
に
胸
を
ふ
く

ら
ま
せ
な
が
ら
、
入
学
の
準
備

に
な
に
か
と
お
忙
し

い
こ
と
で

し
ょ
・
フ
。
 

お
子
さ
ん
の
入
学
に
あ
た
っ

て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
の
 

ー
つ
に
、
交
通
ル
ー
ル
の
し
つ

け
が
あ
り
ま
す
。
 

い
ま
ま
で
は
、
比
較
的
家

の

近
所
で
遊
ん
で
い
た
子
供
た
ち

も
、
学
校
に
通
う
よ
う
に

な
る
 
 

と
、
そ
の
行
き
帰
り
を
初
め
、
 

新
し

い
友
だ
ち
も
で
き
る
な
ど

し
て
、
行
動
範
囲
は
し
だ
い
に

広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
 

こ
こ
で
気
を

つ
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
が
、
交
通
事
故
で

す
。
 

毎
年
、
こ
の
時
期
は
、
新
入

学
児
童
の
交
通
事
故
が
目
立
ち

ま
す
。
入
学
を
前
に
、
正
し

い

交
通
ル
ー
ル
に
つ
い
て
、
い
ま

一
度
親
子
で
よ
く
話
し
合

い
ま

し
ょ
・フ
。
 

国
民
年
金
制
度
の
運
営
は
、
 

政
府
が
責
任
を
も
っ
て
実
施

し
て
お
り
、
そ
の
事
務
は
、
 

厚
生
省
の
社
会
保
険
庁
と
都

道
府
県
の
国
民
年
金
課
、
社

会
保
険
事
務
所
と
市
区
町
村

役
場
で
そ
れ
ぞ
れ
行
っ
て
い

ま
す
。
 

加
入
者
の
加
入
状
況
と
納

付
状
況
は
、
社
会
保
険
庁
業

務
第
一
課
及
び
業
務
第
二
課

で
集
中
的
に

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
 

ー
で
記
録
・
管
理
し

て
お
り
、
 
 

老
齢
年
金
、
通
算
老
齢
年
金

の
支
給
も
行
っ

て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
都
道
府
県
国
民
年
 

国
民
年
金
の
 

事
 
務
 

金
課
で
は
、
福
祉
年
金
の
支

給
事
務
と
社
会
保
険
事
務
所

及
び
市
区
町
村
の
指
導
を
行

っ
て
い
ま
す
。
 

社
会
保
険
事
務
所
で

は
、
 

加
入
者
の
記
録
整
理
、
障
害
 
 

年
金
・
母
子
年
金
等

の
支
給

年
金
の
相
談
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
 

市
区
監

”
」役
場
の
国
民
年

金
係
で
は
、
加
入
手
続
き
、
 

保
険
料
納
入
手
続
き
、
保
険

料
免
除
手
続
き
、
年
金
請
求

手
続
き
、
福
祉
年
金
支
給
手

続
き
、
年
金
の
相
談
等
、
国

民
年
金
事
務
の
全
般
に

つ
い

て
の
窓
口
で
あ
り
、
最
も
身

近
な
実
施
機
関
で
す
。
 

国
民
年
金
の
こ
と
に
つ
い

て
は
、
な
ん
で
も
住
所
地
の

市
区
町
村
役
場

の
国
民
年
金

係
で
お
世
話
す
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
 

昭
和
五
十
六
年
除
厄
祈
願
祭

実
行
委
員
会
（
鶴
谷
光
夫
委
員

長
‘
委
員
五
十
三
人
）
は
三

月

二
日
、
市
立
図
書
館
へ
六
万
六

千
円
相
当
の
図
書
券
を
寄
贈
、
 

鈴
木
教
育
長
へ
託
し

ま
し
た
。
 

廿
写
真
廿
 

さ
る
二
月
二
十
一
日
、
中
央

公
民
館
で
行
っ
た
合
同
除
厄
祈

願
祭
で
の
剰
余
金
を
贈
っ
た
も

の
で
す
。
 

新
入
学
児
童
の
交
通
安
全
 

\
 

―ご利用下さい― 
市立図書館 

書 	名 著 者 名 書 	名 著 者 名 

寺 社 領 私 考 安 藤 宣 保 農 	人 	群 像 原 田 	津 

世 界 の 素 顔 中 丸 	薫 日本農業の再発見 飯 沼 ニ 郎 

天皇 と は何か 林 	邦 朗 果樹生産ハンドプック 小 林 	章 

―死大罪を謝す 角 田 房 子 染 め と 織 り 坪 田 五 雄 

いくた びの春 入 江 相 政 炎のように火のように 長 嶺 ャス子 

ワシントンの街から ハロラン芙美子 びんぼう自慢 古今亭志ん生 

世界の日本人観 筑 柴 哲 也 女子の新体操 遠 山 喜一郎 

レーガンしは決断のとき 
ロナルド一 

レ―ガン 
日 本語の成立 大 野 	晋 

総理鈴木善幸その素顔 岩手日報社 贋作故事記伝 有 明 夏 夫 

日華風雲の七十年 張 	群 残っ て る る話 字 野 千 代 

愛 し き は老い 樋 口 恵 子 大い な る決断 柳 田 邦 男 

嫁 	と 	姑 住 井 す 柔 ふた り の余白 渡 辺 淳 一 

男 の 歳 時 期 青 木 雨 彦 ものの聾ひとの聾 水 上 	勉 

長 	男 	の 	本 斎 藤 茂 太 嵯峨野日記（上・下） 瀬戸内 晴 美 

昭和史の記録 上 坪 	隆 幸福のリアリズム 犬 養 道 子 

家 庭 の 復 活 若 林 繁 太 算 	私 語 録 宇 野 光 雅 

苦闘の中国軍と共に 竹 浪 正 静 琢木の妻（上・中・下） 渡 辺 喜恵子 

愛 の ポ プ リ 熊 井 明 子 風の歌 を聴け 村 上 春 樹 

寝たきり老人の家庭看護 家の光協会 ギ ン ネ ム屋敷 又 吉 栄 喜 

伝統の銘菓句集 中 村 汀 女 熱 服 部 	佳 

子育てのみちすじ 河 添 邦 俊 あかでみあめらんこりあ 開 高 	健 

自己発見の技術 玉 井 袈裟男 二 百 三 高 地 笠 原 和 夫 

その3 

六
万
六
千

円
相
当
の
図

書
券
 

除
厄
祈
願
祭
実
行
委
が
寄贈
 

●

一
 

広
報
紙
の

早
期
配
布

に
こ
協
力
下
さ
い
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